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（作品審査結果の要旨） 
 「漂然木象嵌による空間表現の探求」において箕輪茉海氏は、これまでの木象嵌には、見る事のなかった
新表現を「漂然木象嵌」と名付けて、独自の表現技法を日本の木工芸とフランスの木象嵌技法「マケトリ
ー」との組み合わせと融合によって展開し、空間表現作品としての具現化を試みた。その成果は、 2019年度
東京藝術大学博士審査展での展示発表での高い評価と多くの来場者に注目された事に、その成功を伺い知る
事ができる。特に注目を集めた、机の天板装飾に用いられた「マケトリー」による表現には、作者の描写力
とデザイン力の高さを示している。マケトリーについては、論文の第二章において、フランスのパリにある
エコール・ド・ブール工芸学院への留学中の実体験を元に、その制作プロセスを詳細に論じている。この論
考の中で日本とフランスの木象嵌との歴史的背景と現状を踏まえ、木象嵌とマケトリーの差を両国の文化の
差と認識し、日本的な要素とフランス（＝ヨーロッパ）的な要素を自覚的に自身の制作で組み合わせること
で、新たな表現として確立を目指している。と述べており、本作品は漂然木象嵌として新たな表現の一歩を
踏み出した成功作である。 
 「Vital Sign」と名付けられたこの作品は、第3章の冒頭で述べられている様に、机・椅子・窓のような構
造体に漂然木象嵌をあしらい、部屋を想起させる空間表現作品である。 
「自然から与えられる開放感」をテーマに、作者が日常の中に感じた自然の息吹を可視化し、鑑賞者に心
地よさを伝える作品としている。机・椅子は床を通して一体化し ,その関係性には作者の強い空間意識を表明
している。机・椅子に植物をモチーフとした漂然木象嵌をあしらい、木象嵌とマケトリーの技術を融合させ
た表現に技術力の高さを感じる。壁面に掲げた窓枠に格子戸を納めたような構造体には、自然木のもつ色彩
を巧みに使い窓辺に映える夕日を表現しており、机・椅子・床・窓を一体とした作品は、そのテーマ性と空
間表現力に優れた秀作である。 
 木工芸における新たな技術の展開と表現領域の広がりを今後の創作に期待できる学生であり、博士学位に
相当する作品と認める。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 箕輪茉海氏は、木工芸の確かな技術を習得、研究し、木象嵌作品の法隆寺に伝来する「木画手箱」との出
会い、重要無形文化財「木工芸」の保持者である大坂弘道氏との出会い、アルフォンス・ミュシャの流れる
ような美しい曲線の出会い、そしてフランスのパリにあるエコール・ド・ブール工芸学院への留学中に「マ
ケトリー」の更なる研究を高め日本の技術の木象嵌、と併せて独自の表現を考案し「漂然木象嵌」と命名し
立体的な木象嵌、マケトリーを用いて空間表現の探求をしている。 
幼少期の三宅島に再訪する度に三宅島の生活は癒される感覚を得てきた。 
「自然から与えられる解放感」は、木象嵌、マケトリーの作品制作において重要なキーワードになる。  
論文構成において章立てもとてもわかりやすく、丁寧に説明されているので読んでいて安心感がある。  
「Vital Sign」は木象嵌とマケトリーの組み合わせで木工表現に新たな技法として確立し、木象嵌の新た
な空間表現を構築した。 
絵画的な空間表現を構成するために様々な色の薄い板をパリの現地で調達した。 
木象嵌による絵画表現のためには、可能な限り多くの色味が必要になる。 
「Vital Sign」は作者の色の感性、色構成、材料の構成でより自然な絵画表現が完成する。机、椅子、
床、窓を含めた空間表現は高い技術力、表現力、構成力は軽快である。象嵌された植物を忠実に表現されて
いて、自然な色味の表現と、象嵌の技術は秀逸である。 
日本の木工分野、またヨーロッパマケトリーの分野においても注目される作品であろう。よって博士学位
に相当するものである。 
 
 
